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平成２７年度及び平成２８年度愛知県生徒指導推進協議会の報告について 

このことについて、別紙資料に基づき報告します。 

 

 

 

 

 

平成２９年３月２７日  

義 務 教 育 課 



 

 

 

 
  いじめや暴力行為、様々なきっかけによる不登校等、児童生徒の問題行動等を解決するた

めには、早期発見・早期対応に努めるだけでなく、全ての児童生徒の規範意識や自己有用感

等を育み、仲間とよりよい人間関係を構築できる力を育成する未然防止の取組が重要になっ 

てきています。そのためには、児童生徒の生活の場である学校と家

庭が情報を共有し、信頼関係を築き、児童生徒の成長を協力して支

援する体制を整えることが必要だと考えます。児童生徒の問題行動

等の未然防止に向けた学校と家庭との協働の在り方を、今一度見直

してみましょう。 
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教育的予防 未然防止 

全ての児童生徒を対象に、日頃から集団生活の中で規範意識や自己有

用感等を醸成し、よりよい人間関係を構築していく力を育成していくこ

と。 

治療的予防 

早期発見 

早期対応 

該当児童生徒を対象に、いじめや不登校の兆候を早期に発見し、相談

や解消に向けた支援等の対策を行い、重症化を防ぐこと。 

再発防止 
該当児童生徒を対象に、問題発生の過程の振り返りと立ち直り支援等

を実施し、再発防止に向けた働き掛けを行うこと。 

 

愛知県生徒指導推進協議会              
愛 知 県 教 育 委 員 会 

☆ 「未然防止」のために、学校は！ 

○ 児童生徒が仲間と関わる楽しさや思いやりの気持ちを伝え合える環境や、悩みを共有し合える

集団をつくっていきましょう。  

○ 児童生徒が学校生活を落ち着いて過ごすための話合い活動や体験活動を温かく見守り、支援し

ていきましょう。 

☆ 学校と家庭との協働による取組を！ 

○ 家庭ごとに、教育に対する保護者の考え方は様々です。家庭環境は、児童生徒の成長に大きな 

影響を与えることから、家庭の理解を得ることが大切です。積極的な 

話合いを通じて、信頼・協力関係を構築していきましょう。 

○ よりよい協働のポイントは、情報共有と行動連携です。ＰＤＣＡサ 

イクルによる計画的な協働を進め、問題行動等の未然防止に向けた取 

組を推進しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「未然防止」には、教育的予防の視点が大切です！ 

 

                         ＊ 心のつながりを大切にした温かい安らぎの 

ある学級・仲間づくりを目指す。 

生徒指導リーフ №３  

問題行動等の未然防止に向けた学校と家庭との協働の在り方 

～情報共有と行動連携による取組を通して～ 

全員達成「あ は は」の実践（基本的な生活習慣を当たり前にする） 
「あ」････いつでもどこでも誰にでもあいさつ 「自分から」「地域の人へ」 
「は」････靴箱とトイレのはきものそろえ 
「は」････名前を呼ばれたら「はい」と返事   

心豊かで思いやりのある子の育成 

 
 
「なかよしスキル

タイム」に取り組

む児童の様子 

今年は、「学校が

楽しい」と言ってい

ます。先生が、「な

かよしスキルタイム」

でゲームをやってく

れるのが楽しいよう

です。 

「おはよう」「行って

らっしゃい」「お帰り」

の挨拶を大切にして

います。穏やかな気

持ちで過ごせます。 

メッセージ欄に保
護者の思いを書く時
はしっかり書くように
しています。保護者
の気持ちが少しでも
子どもに伝わるとよ
いと思っています。 

先日、家庭に
おけるゲームの話が話題になったそうです。全
ての子がゲームをしているわけではありません
ので、加われない子が出てきます。大人はどう考
え、どうアドバイスをすればよいでしょうか。  
今の時代は、保護者が良いと思うことを貫き通

すことが難しい時代になったと感じます。一緒に
過ごす友達の家庭の方針が、いつも同じようには
いかないのが現実です。子どもたちには、自分と
考え方の違う子を疎外せず、それ以外の解決策
を考えてほしいと思うのですが…。 (一部抜粋) 
 

学校通信による話題提供 

・進んで仲間と関わり、協力して活動できる児童生徒の育成 
・保護者に協力してほしいことをより具体的に提示 
・子育てについて保護者と共に考える機会の設定 

学校と家庭とのよりよい協働を進めることは、互いの良さや役割の理解を深め、児童生徒

相互の良好な人間関係づくりを後押しし、問題行動等の未然防止につながります。 

・全教職員による取組の振り返り 
・保護者の声から、取組への理解の深まりについて検証 

私が考えていた

ことは、学校から

の通信に書いてあ

ることと同じでし

た。学校と同じ受

け止め方をしてい

ることが分かり、

安心できます。 

家庭での取組 
保護者からの声 

子どもが声を掛け

てきた時には、「後

で」とは言わないよう

に心掛けています。 

良好な人間 
関係づくり 

子どもの様子や保

護者に考えてほしい

話題を伝え、情報共有

の充実を図っていま

す。 

 

【共育(ともいく)】 子どもたちの「よりよく生きよう」とする思いを受け止め、「共に育ち合う」と
いう姿勢で成長を支えていく。    

 目指す子ども像や生徒
指導の重点等を、学校通信
やＷｅｂページ等で保護
者に伝えています。 

「～してください」から、 

「一緒に～しましょう」へ 

【東三河地区の小学校における実践】 

「共育(ともいく)」 

 

〔参考〕  国立教育政策研究所作成 
 生徒指導リーフ 
 Leaf.5｢教育的予防｣と｢治療的予防｣より 

Ｃｈｅｃｋ 

Ｄｏ 

Ａｃｔ 

Ｐｌａｎ 

学校と家庭とのよりよい協働によって児童生徒は育つ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

学校と家庭のそれぞれの良さと役割を共通理解した上での信頼・協力関係の構築 

 

 

◇ 情報共有の充実を図り、行動連携を促進しましょう！ 

○ 休み時間・給食の時間等での児童生徒のつぶやき等に耳を 

傾け、その内容や様子から心の状態を捉え、家庭連絡をする 

など、児童生徒を中心にして双方向の情報共有を心掛ける。 

○ 客観的な事実とともに、よりよい成長への思いを加えた伝達を心がける。 

取組の工夫例 

＊ 学校・家庭での姿・様子の伝え合い････学校と家庭の双方から、それぞれの生活

の場で捉えた児童生徒の良さを情報提供し合う。 

（挨拶、言葉遣い、係・委員会活動、ボランティア活動、地域行事の様子 等） 

＊ 保護者へのありがとうメッセージ････児童生徒の頑張りとともに、保護者の支援

に対して感謝の思いを伝える。（連絡ノート・学級通信・電話連絡 等） 

 ◇ 行動連携の充実を図り、児童生徒の支援効果を高めましょう！ 

○ ｢〜してください｣ではなく「一緒に～しましょう」という姿勢をもつ。 

○ 学校と家庭の良さと役割を生かし、同じ方向性をもって取り組む。 

取組の工夫例 

＊ 行事記録での認め合い････児童生徒が仲間と協力して成し遂げた 

行事における取組をまとめた記録等に、担任と保護者から称賛の言 

葉を書き添える。（振り返りカード、壁新聞 等） 

＊ 親子で思いを共有する行事の設定････親子で参加するコンクール等の機会を設

定する。（人権やいじめ撲滅を取り上げたポスター・作文・標語のコンクール 等） 

＊ 保護者主体の活動への協力・参加････保護者自らが企画・運営する行事・会合等

に参加する。（ＰＴＡ主催のスポーツ行事、児童生徒の健全育成に向けた会合 等） 

家庭の教育観 

学校の教育方針 

学

◇ ｢情報共有｣・「行動連携｣の取組について振り返りましょう！ 
○ 児童生徒の言動や変容について保護者から意見・要望を吸い上げ、学校 

と家庭との協働による取組を検証し、成果と新たな協働への課題を明確にする。 

取組の工夫例 
＊  実態調査の効果的な活用････定期的に実施する学校アンケートや学校評価の 

中に家庭との協働に関する項目を入れ、結果を懇談会等で提示して話し合う。 

（学校での様子についての情報発信の仕方・内容、親子参加型の行事の在り方 等） 

○仲間の考え方・価値観等に触れ、見方や考え方を広げる場。 
○良さを生かし、やればできるという達成感を味わう場。 

 
○集団生活のルールを身に付けさせ、思いやりや感謝の心を育てる。 
○仲間と関わる楽しさや活動の喜びを味わわせ、自己有用感を育む。 

学校の役割 

学校の良さ 

仲間とよりよい人間関係を
構築できる児童生徒 

改 

 

善 

○幼少期からの成長を理解し、ささいなことでも安心して話せる場。 
○子どもの思いを受け止め、その努力を認めて成長を後押しできる場。 

 
○日常生活に必要なしつけを行い、集団生活を送るための基礎を培う。 
○手伝いなど家庭の役割を果たす中で、家族の中で自己有用感を育む。 

家庭の良さ 

家庭の役割 

◇ 成果と課題を、新たな取組へつなげましょう！ 
○ 学校・家庭からの働き掛けの成果を児童生徒や保護者に伝え、今後 

の働き掛けの継続と信頼関係の構築に結び付けていく。 

取組の工夫例 
＊ 保護者が参加した行事・諸活動の見直し････校長を中心に、教頭・ 

教務主任・行事担当教員等を構成員とするプロジェクトチームを編成 

し、改善の方向性について家庭との共通理解を図る。 

情
報
共
有 

行
動
連
携 

計 

 

画 

振

返

り 

児童生徒の規範意識・自己有用感等の醸成 

学校でも家庭で
も、自分のことを
見守ってくれるこ
とが分かると、安
心できるね。 

Ｄｏ 

◇ 児童生徒の活動のあらゆる機会を活用し、未然防止に向けた 
情報共有・行動連携による取組を計画的に設定しましょう！ 
○ 児童生徒の成長にどのような成果が期待できるか、見通しをもって双 

方向からの働きかけを考える。 

○ 効果的な取組ができる機会や方法について保護者と話し合い、計画的に設定する。 

取組の工夫例 
＊ 教育方針や取組のねらいの共有････年度当初の懇談会等で、いじめ防止 

基本方針や生徒指導方針を示し、具体的な取組について家庭と共有したい 

ことを話し合う。 Ｐｌａｎ 

Ａｃｔ 

Ｃｈｅｃｋ
ｎ 



生徒指導リーフ №３－２ 

問題行動等の未然防止に向けた学校と家庭との協働の在り方 

～情報共有と行動連携による取組を通して～ 
Ｃｈｅｃｋ

愛知県生徒指導推進協議会
愛 知 県 教 育 委 員 会

◇自校児童の実態 
○明るく朗らかな児童が多い。 
△よりよい人間関係の在り方を学ぶ機会が少なくなっている。
・自分にとっての損得を優先して、判断してしまう。 
・相手の気持ちを考えずに行動してしまう。 
・自分の思い通りにならないと他人を攻撃してしまう。 

◇道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育てる指導の工夫 

・思いやりに関する項目「親切」「協力」「友情」に重点を置いた指導計画の立案

     ・意見を肯定的に受け止める、児童の主体的な取組を支える指導の工夫 

◇思いやりの気持ちをもち、相手の立場に立って判断しようとする態度を育 

むための、相互理解を深める交流活動 

・授業等における意見交流活動の充実及び自己評価、他者評価の設定 

・異学年交流行事の実施 

◇行事、交流活動ごとの振り返りシートや各種通信の活用 

・交流活動における自己の目標の設定と活動後の振り返り

・学校と家庭の両方から児童の頑張りを認め、励ますコメントの記入 

     ・児童の自己肯定感や自己有用感の高まりの把握及び 

改善点の洗い出しと検討 

◇学校評価に「学校と家庭との協働」項目の新設 

・「家庭・地域と情報の共有」等の設問の設定

Ｐｌａｎ

現 

状 

研 

究 

テ 

ー

マ

計 

画 

１４

イメージ

思いやりの心をもち、よりよい人間関係を築く児童の育成 

～相互理解を深める交流活動や学校と家庭・地域との協働による取組を通して～ 

＜主な取組の柱＞ 

・児童同士が意見交流などの関わり合う場をつくり、互いの考えや思いを聞き合える 

ような指導方法の改善を図る。 

・学校と家庭・地域が協働して児童の自己肯定感や自己有用感を高める活動を工夫する。 

児童の変容 

よりよい改善に向けて 
◇ 各教科等の授業の改善 

・ 児童の道徳的価値を深めさせる指導の工夫・改善を行い、発達段階に応じた

意見交流活動の充実を図る。 

◇ 道徳的実践化を図る交流活動の充実  

・ 児童の参画による異学年交流活動の計画・立案をはじめ、年間計画と内容を

検討し、充実を図る。

◇ 学校と家庭、双方向からの児童への働き掛けや情報共有の方法の工夫

・ 振り返りシートや各種便りの効果的な活用の仕方を検討する。 

・ 学校と家庭・地域とのよりよい協働に向けた取組の一層の充実を図る。 

Ａｃｔ

小 学 校 の 実 践 
家庭・地域の学校評価等 
設問７：家庭・地域と情報の共有      設問８：よさを認め合う家庭・地域との連携 

○１年間の学校の取組を振り返り、学校と家庭・地域との情報共有や行動連携が図られるよう

になったと実感できる保護者が増えてきた。 

○２学期に実施した学校評価アンケートの「学校の様子を保護者に分かりやすく伝えている」

「子どものことに関する連絡や相談に適切に対応している」の回答が昨年度を上回る結果と

なり、学校の取組が保護者や地域の方に好意的に受け止められていることが分かった。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

設問７

たいへんよい よい あまり よくない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

設問８

たいへんよい よい あまり よくない

自分から話し掛けたり、声を掛けられたら答えたり 

して、仲良くなりました。今度は、自分だけでなく、 

みんなが楽しいと思うように自分から話し掛けていき 

たいです。 ＜交流活動後の児童の感想＞

学校での子供の様子が分かるようになり、学校

での出来事について親子で話をする機会が増えま

した。            ＜保護者の声＞

【平成２９年３月発行】 

学校評価の項目に位置付け、外部の目でチェック、 
検証を受けています。

教師や保護者からの振り返りシートの励ましにより、自信がもて

る児童も増えました。学校と家庭・地域との情報共有は、児童に対

する互いの思いを共有することにもつながり、良好な関係を築くこ

とができました。 ＜教師の声＞



Ｄｏ 

◇基本的な生活習慣の定着を図るための「重点目標」の周知 

・よりよい人間関係を築く基礎としての「基本的な生活習慣」の定着を図るため、家庭や地域 

において、学校と同一歩調で児童に指導してもらえるよう、重点目標を繰り返し家庭や地域 

に伝え、周知を図る。 

◇学校と家庭・地域が連携して取り組む活動を増やす 

・学校と家庭、地域で例年取り組んでいる「親子奉仕活動」や「ふれあい運動会」 

に加え、保護者にも学んでもらう機会として「交通安全教室」「情報モラル出 

前授業」「児童学校保健委員会」への参加を呼び掛ける。 

思いやりの心をもち、よりよい人間関係を築く児童の育成 
～相互理解を深める交流活動や学校と家庭・地域との協働による取組を通して～ 

◇児童の様子を伝え合う場の設定 

・学校での様子について家庭で話題に上 

がったことを連絡していただけるよう 

に学年通信で依頼する。 

・集まった意見は、学校便りで紹介する。

◇情報共有を図る場と伝える工夫 

伝える場 伝える内容及び留意点 

Webページ ○児童の「思いやり」が感じられる場面や頑張りを認める記事を掲載するこ

とで、学校の取組に対する理解の促進を図る。 

学校便り ○従来の学校便りの内容に加え、家庭や地域から寄せられた意見を積極的に
発信する。学校が意見を発信したり、肯定的に受け止めたりすることで、 

 保護者の自己有用感を高め、学校と家庭の積極的な協働につなげる。

学校評価 
○「協働」に対する評価項目を作成し、家庭や地域からの意見を集約して公

表することで、家庭や地域にフィードバックする。 

情報共有 行動連携 

まずは学校から 

積極的に子供たちのよさを 

伝えることに取り組みました。 

双方向の情報共有となるよう 

取り組み方を工夫し 

ました。

【学校便りに掲載した意見の例】 

「児童学校保健委員会に参加して」子どものストレスには、かなり気を付けているつも

りですが、親の私がストレスを与えていることに気付き、気を付けようと思いました。  

最後のリラクゼーションも是非、家庭でもやってみたいです。まず、親から笑顔になれ

るよう、今日のことを参考にしたいと思います。 

◇行事や交流活動の「振り返りシート」での認め合い・相互理解 
・教師と保護者のそれぞれの立場から言葉を書き添え、児童の 

よさを認めていく。 

２ ３

２０１６年１１月１９日（土） 

作品展 ふれあい鑑賞 

今回の作品展では、異学
年での「ふれあい鑑賞」
を行いました。１・６年
２・５年、３・４年のペ
ア学年でお互いのよさを
見つけ出して伝え合いま
した。 

子供たちの取組を 

支援するため、情報共有に 

より信頼関係を築き、学校と 

家庭が同じ方向性をもって 

関わることを意識 

しました。

・児童を介して、学校 

と家庭が、互いの思 

いを知り合う機会と 

して捉える。 

周知を図るため、「あいさつ・返事・うた・掃除、時

間厳守の○○っ子」のスローガンにして伝えました。 

普段、保護者が目にする機会 

の少ない活動の記事を、でき 

るだけこまめに更新しました。

どの学年も記事がアップされ 

ていると、家庭や地域の関心 

が高まります。

＜「学年通信」で依頼するよさ＞ 

○「学年通信」で依頼することで、学校行事への意見だけではなく、学級（学年）の取組や 

担任に対する意見を書いてもらいやすい。 

○月1回の発行であれば、保護者の負担感を減らすことができる。

「振り返り」 

単に「反省」とせず、「よかったところ」や「がんばりた

いところ」など、視点を示して振り返らせました。

「先生より」 

自己肯定感や自己有用感を高められるよう、その子なり

の頑張りやよさを認めたり、思いやりのある行動について

伝えたりしました。よさを伝えることは、児童を肯定的に

捉えて成長を支える学校の姿勢を示すことでもあります。

「おうちの方より」 

保護者が何を望み、どのような見方をしているのかを学 

校が捉える機会です。懇談会等、保護者と連絡をとったり 

面談したりする場において、本シートの内容を話題にする 

ことで、学校と家庭との良好な関係作りに生かしました。 



生徒指導リーフ №３－３ 

問題行動等の未然防止に向けた学校と家庭との協働の在り方 

～情報共有と行動連携による取組を通して～ 
Ｃｈｅｃｋ

愛知県生徒指導推進協議会
愛 知 県 教 育 委 員 会

◇自校生徒の実態 
○４年にわたり、生徒会が中心となって、いじめ０を目指した学校づくりに 

取り組んでいる。 
○生徒会活動を充実させ、互いに認め合う集団づくりを推進してきた結果、
年を重ねるごとに、生徒の主体性が高まってきた。 

△生徒会役員と他の生徒との間に意識のずれが生じている。 

◇いじめ０の学校を目指した生徒会主催の取組の実施 

・一年間を通じた、いじめ０の学校を目指すスローガンの策定 

・前期生徒会、後期生徒会ごとの思いやりを育む活動の計画及び、実践 

・取組内容について、家庭や地域に向たけた生徒による情報の発信 

◇いじめ０の学校を目指した学級活動の実施 

・生徒一人一人に、自分自身の問題として考えさせる機会の設定 

◇家庭や地域との協働を意識した取組の実施 

・生徒のよさを共有したり、学校と家庭、地域が互いの考えを伝え合った 

りするための取組の工夫 

◇家庭での「いじめアンケート」の実施 

・家庭においていじめについて話し合える機会とするとともに、保護者か 

らの意見を吸い上げる機会として、「いじめアンケート」の家庭での実施 

◇学校評価において、「学校と家庭との協働」に係る意見を集約 

・「学校と家庭との協働」に関して意見を記入できる欄の設定

Ｐｌａｎ

現 

状 

研 

究 

テ 

ー

マ 

計 

画 
よりよい活動に向けて

１４

イメージ

主体的に活動する生徒の育成 

～生徒会を中心として、いじめ０の学校を目指す取組を通して～ 

＜主な取組の柱＞ 

・身近ないじめの問題に目を向け、いじめ０の学校を目指すことをテーマに、生徒会を 

中心として取組を計画・実践することで、主体的に活動する生徒の育成を図る。 

・いじめの未然防止・早期対応に向けた学校と家庭・地域が協働する活動を工夫する。

家庭・地域の学校評価等 
設問Ａ：お子さんには、相談できる仲の良い友達はいると思いますか。 

設問Ｂ：学校は、部活動や生徒会活動に力を入れていると思いますか。 

○設問Ａについては、８割の保護者が「よく当てはまる」「やや当てはまる」と肯定的に回答。 

多くの保護者が、相談できる仲の良い友達がいると感じている。仲の良い友達がいることで 

悩み事や相談事などを相談できる生徒が多い。 

○設問Ｂについては、９割近くの保護者が「よく当てはまる」「やや当てはまる」と肯定的に回

答。多くの保護者が、部活動はもちろん、生徒会活動にも理解を示しており、生徒会活動の

柱である「いじめ０の学校を目指す取組」についても、理解を示している。 

生徒の変容

◇ 積極的な発信 

 ・ 生徒会の取組について、家庭や地域への発

信をさらに積極的に行う。 

◇ 家庭・地域との連携 

・ 家庭や地域と手を取り合って取組を行うこ 

とが希薄であったため、今後は、一層の充実 

を図っていく。 

中 学 校 の 実 践

設問Ａ

設問Ｂ

・いじめは、意外と自分に近いところにあると感じた。他人 

事だと思わず、日頃のささいなところから、相手の 

満足を意識したいです。 

・「あたたかい」という言葉には、いろいろな思いが込められ 

ていると感じた。私も「あたたかい」行動ができる人にな 

りたいです。             ＜生徒の声＞ 

・学校便りや学級便りで、毎日の様子がとてもよく分かり読むことを 

楽しみにしています。子供と話すきっかけにもなっています。 

・「学校が楽しい」と言っています。思春期の難しい時期に感謝です。 

＜保護者の声＞

【平成２９年３月発行】 

学校評価の項目に位置付けるとともに、保護者や地域の思 
いを書いていただける「意見欄」の活用を図っています。 

生徒会を中心としたさまざまな「いじめ０に向けた取組」によって、

多くの生徒が、いじめをなくしたいと思える学校の雰囲気を作り上げる

ことができました。 ＜教師の声＞

Ａｃｔ



Ｄｏ 

◇家庭での「いじめアンケート」 

・人目を気にすることなく記入できるよう、家庭に持ち帰らせて実施する。アンケート 

には保護者が記入できる欄も設け、必要に応じて記入していただく。

・「いじめ」について家庭での話題にしたり、保護者からの情報提供や、 

保護者の思いを知ったりする機会になることも期待し、実施した。 

・生徒や保護者が安心して記入できるよう、相談や訴えのあった生徒が、 

他の生徒から特定されないよう、その後の対応について十分に留意する 

ことを生徒や保護者にアピールした。

◇日常的な家庭とのやり取り

のツール「学習・生活ノー

ト」の活用 

【実際のやりとり】                

◇地域との既存の会議の活用 

・防犯サポートネットワーク会議において生徒の取組を 

紹介するとともに、本校の現状を伝え、協力を仰いだ。 

・学校の取組に対し意見をいた 

だくことでいじめ防止対策の 

検証に生かす。

主体的に活動する生徒の育成 
～生徒会を中心として、いじめ０の学校を目指す取組を通して～ 

◇「いじめ０」の取組や主体的に活動する生徒の様子を伝える工夫 

◇文化発表会での生徒会による「いじめ防止アピール」 

２ ３

情報共有 

学校と家庭の双方 

から、互いの生活の場で捉え 

た生徒についての情報を、風 

通し良く伝え合うことが 

大切だと思います。 

【発信した情報の例】 ※上段：学校新聞、下段：Ｗｅｂページ

・学校新聞、学年通信、Webページ等を通じて、生徒の主体的な取組の様子を発信した。 

 その場合、事実のみではなく、家庭や地域に伝わりにくい部分（生徒の思いや、学校 

の願い、取組のつながり等）について意識して伝えている。 

・保護者や地域の皆さんに参観していただける行事におい
て実施することで、広く周知を図った。 

中学校でどのような取組を行っているのか知ることができ
ました。子供たちの、本当にいじめをなくしたいという思
いが伝わってきました。いじめ０の学校になるように、期
待しています。           ＜保護者の声＞ 

５月２０日（金）に行われた 

学校集会では、平成２８年度の 

生徒会年間スローガンを発表し 

ました。全校からアイデアを募 

り、生徒会役員で話し合った結 

果、「学年を越えて団結し、全員 

でつくるあたたかい○○中」と 

しました。このスローガンにかける思いが生徒会役員の話からも伝わってきました。 

学校と共にいじめを 

許さない気運を高めるため、 

学校いじめ防止基本方針につ 

いて、家庭や地域にも周知 

しています。行動連携 

保護者

担 任

「いじめ０」は生徒会の 

スローガンであり、教師は、いじめ

はどの生徒にも起こりうるものと考 

え、対応しています。 

2016年９月５日（月） 

生徒会プロジェクト「みんなで Say Hallo !!」 スタート 

「学年を越えて団結し、全員でつくるあたたかい○○中」というスロー

ガン達成を目指して、廊下ですれ違う先生や校外からのお客様はも

ちろん、友達、先輩、後輩に進んで挨拶できることを目指します。挨拶

が飛び交う「あたたかい」学校へとつなげていきます。 

2016年４月１５日（金） 

無言清掃伝達式 

体育館で、３年生の代表が無言清掃の意義を話した後、それぞれ教

室で、無言清掃の方法を３年生が１年生に丁寧に伝えました。無言

清掃は、こうして新たな○○中の伝統として受け継がれています。 

【実際のやりとり】

ウ
ェ
ブ
ペ
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ジ
で
の
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信
は
、

情
報
の
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度
が
大
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。
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る
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け
早
く
発
信
す
る
こ
と
を
心
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て
、
閲
覧
数
を
伸
ば
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し
た
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担任は、保護者の思いを、

頭ごなしに否定せず、くみ取

る姿勢や、感謝の気持ちを伝

える返信に心掛けています。

 伝えてよかったと思ってい

ただけるような、保護者の自

己有用感を高めることが大切

だと思います。 

○○ 

【シンボルマーク】

生徒から募集した、いじめ防止
のシンボルマークと、これまでの
生徒会主催の取組を印刷したクリア
ファイルを作成し、家庭や地域に配
付しました。 


